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「夢、無限大」感動おばま

【今月の題字】西津小学校6 年生 崎
さ き た

田 沙
さ ら

來さん 【写真】旭座の高座から

落語 を見よう
旭座で



3 月８日の「鯖の日」に、落語会
を開催します！

【と　き】3 月 8 日㊐ 14 時〜
【ところ】旭座（白鬚）
【料　金】2,000 円
【出演者】桂

かつら

塩
しおだい

鯛ほか
【申し込み】旭座 ☎ 52・2000

特別インタビュー

❸ 広報おばま　令和 2. 1 広報おばま　令和 2. 1 ❷

　

平
成
19
年
、
本
市
を
舞
台
に
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ

小
説
「
ち
り
と
て
ち
ん
」
が
放
映
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、

市
民
の
間
で
“
落
語
熱
”
が
一
気
に
高
ま
り
ま
し
た
。

　

同
年
に
は
、
愛
好
家
ら
が
「
ち
り
と
て
落
語
の
会
」
を

結
成
。
は
ま
か
ぜ
プ
ラ
ザ
（
駅
前
町
）
を
拠
点
に
寄
席
を

始
め
、
現
在
ま
で
に
１
０
０
回
以
上
の
落
語
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
民
館
な
ど
で
は
、
定
期
的
に
落
語
家
を
招
い

た
公
演
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
も
好
評
を
博
し
て

い
る
ほ
か
、
令
和
元
年
に
は
小
学
校
で
落
語
ク
ラ
ブ
が
結

成
さ
れ
る
な
ど
、
落
語
は
一
時
の
ブ
ー
ム
に
留
ま
ら
な
い

定
着
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
ん
な
「
落
語
」
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

全国女性落語大会で熱演する出場者

■問い合わせ　文化会館☎ 53・9700

落語を見よう

旭 座 で 特
集

協定締結式で握手を交わす
桂
かつら

文
ぶん

枝
し

前会長（左）と松崎市長（右）

芝居小屋で見る落語の魅力

落
語
で
小
浜
を
盛
り
上
げ
る
た
め

上
方
落
語
協
会
と
協
力

　
「
旭
座
上
方
落
語
会
」
へ
の
出
演
や
、

「
ち
り
と
て
ち
ん
杯
全
国
女
性
落
語
大

会
」
の
審
査
員
を
務
め
る
な
ど
、
本
市

と
も
縁
が
深
い
林
家
染
雀
師
匠
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

師
匠
は
全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
会
場
で
落

語
を
演
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
場
所
に

よ
っ
て
演
じ
や
す
い
、
演
じ
に
く
い
と

い
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

仕
事
で
す
か
ら
、
本
当
は
「
ど
こ
で

で
も
演や

り
ま
す
」
と
言
い
た
い
と
こ
ろ

で
す
が
…
実
は
、
会
場
に
よ
っ
て
演
り

や
す
い
、
演
り
に
く
い
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
（
笑
）。

　

演
り
や
す
い
の
は
、
お
客
さ
ん
に
落

語
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
雰
囲
気
に
満

ち
た
場
所
。
具
体
的
に
は
、
余
計
な
も

の
が
な
く
、「
広
す
ぎ
ず
、
狭
す
ぎ
ず
」

な
空
間
、
で
し
ょ
う
か
。

芝居噺
ばなし

「柿
か き の き

ノ木金
きんすけ

助」を
演じる染雀師匠

「旭座上方落語会」の様子

広
す
ぎ
て
も
だ
め
、
と
い
う
の
は
意

外
で
す
ね

　

落
語
っ
て
、
ど
こ
で
見
て
も
同
じ
よ

う
に
楽
し
い
か
っ
て
い
う
と
、
そ
う
で

も
な
い
ん
で
す
。

　

例
え
ば
、
公
民
館
な
ど
で
落
語
講
座

を
開
く
場
合
。
会
議
室
で
、
聞
き
手
の

前
に
机
が
あ
る
だ
け
で
、
笑
い
の
量
は

半
分
以
下
に
な
り
ま
す
。

　

逆
に
、
ソ
フ
ァ
ー
が
あ
る
ラ
ウ
ン
ジ

の
よ
う
な
開
放
感
の
あ
る
と
こ
ろ
だ

と
、お
客
さ
ん
が
ば
ら
け
て
し
ま
っ
て
、

こ
れ
も
途
端
に
受
け
が
悪
く
な
る
。

ゆ
っ
た
り
く

つ
ろ
ぎ
す
ぎ

る
の
も
、
落

語
に
は
不
向

き
な
ん
で
す
。

　

で
き
れ
ば
、

少
し
窮
屈
な

旭
座
で
は
数
々
の
催
し
が
実
施

　

明
治
期
の
芝
居
小
屋
を
移
築
復
原
し
た「
ま
ち
の
駅
・
旭
座
」（
白

鬚
）
で
は
、
平
成
28
年
の
こ
け
ら
落
と
し
公
演
に
始
ま
り
、
年
３

回
の
「
旭
座
上
方
落
語
会
」
や
、

今
年
で
12
回
目
を
数
え
る
「
ち

り
と
て
ち
ん
杯
全
国
女
性
落
語

大
会
」
な
ど
、
数
多
く
の
落
語

に
関
す
る
催
し
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
旭
座
上
方
落
語
会
」
は
、
上

方
落
語
協
会
の
協
力
を
得
て
実

施
。
同
協
会
に
所
属
し
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
落
語
家
た
ち
の
公

演
を
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、毎
回
、大
勢
の
観
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

ま
た
「
ち
り
と
て
ち
ん
杯
全
国
女
性
落
語
大
会
」
は
、ア
マ
チ
ュ

ア
女
性
落
語
家
が
話
芸
を
競
う
大
会
で
、
毎
年
、
全
国
各
地
か
ら

こ
ぞ
っ
て
出
場
者
が
集
ま
る
人
気
ぶ
り
で
す
。

　

市
は
、
落
語
を
旭
座
の
主
要

な
演
目
に
し
、
芸
術
文
化
の
発

展
や
観
光
誘
客
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
平
成

28
年
９
月
に
、
上
方
落
語
協
会

と
「
落
語
に
よ
る
地
域
振
興
」

に
関
す
る
連
携
協
定
を
結
び
ま

し
た
。

　

締
結
以
来
、
落
語
で
小
浜
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
同
協
会
と
市

が
協
力
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・「旭座上方落語会」の定期開催

・県外からの観光客を対象にした、
   旭座での落語鑑賞や市内各所での
   体験を組み込んだツアー

・落語による詐欺防止や男女共同参
   画の啓発

大
阪
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
を

出
迎
え
る
桂か
つ
ら

文ぶ
ん
ぶ
く福
師
匠

落語の催し

く
ら
い
の
と
こ
ろ
に
ギ
ュ
ッ
と
固
ま
っ

て
見
て
頂
く
方
が
、
会
場
に
一
体
感
が

生
ま
れ
て
、よ
り
落
語
を
楽
し
め
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
聞
き
手
も
あ
ま
り
多

く
な
い
方
が
良
い
で
す
か
？

　

は
い
。
そ
り
ゃ
あ
、
何
万
人
も
入
っ

て
く
れ
た
ら
、
こ
ち
ら
は
儲も

う

か
り
ま
す

し
あ
り
が
た
い
で
す
が
（
笑
）。

　

あ
ま
り
人
が
多
い
と
、
落
語
家
ま
で

の
距
離
が
遠
く
な
っ
て
、
落
語
を
見
る

の
に
は
向
き
ま
せ
ん
。

　

落
語
は
、
語
り
は
も
ち
ろ
ん
、
動
き

や
表
情
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。だ
か
ら
、

話
し
手
の
姿
が
肉
眼
で
ハ
ッ
キ
リ
見
え

る
く
ら
い
の
距
離
が
、
落
語
を
一
番
楽

し
め
る
。「
噺は

な
し

二
百
に
節ふ

し

三
百
」
と
い

う
言
葉
も
あ
る
く
ら
い
で
、
落
語
は

２
０
０
人
く
ら
い
、
節
（
浪
曲
）
は

３
０
０
人
く
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
良
い
、

と
い
う
意
味
で
す
。

お
す
す
め
の
落
語
の
見
方
を
教
え
て
く

だ
さ
い

　

私
は
、
芝
居
小
屋
こ
そ
が
、
落
語
を

見
る
の
に
理
想
的
な
ハ
コ
（
会
場
）
だ

と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

そ
の
最
大
の
理
由
は
、
落
語
と
芝

居
の
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ

り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
芝
居
は
一
番
の
娯
楽

で
し
た
が
、
な
か
な
か
高
価
で
、
庶

民
が
気
軽
に
見
ら
れ
る
も
の
じ
ゃ
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
落
語
の
始
祖
の
一

人
、
大
坂
の
米よ

ね
ざ
わ澤

彦ひ
こ
は
ち八

は
、「
し
か
た

も
の
ま
ね
」
と
呼
ば
れ
る
歌
舞
伎
の
も

の
ま
ね
を
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
庶

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
わ
け
で
す
ね
。

　

こ
う
し
た

関
係
を
頭
の

隅
に
置
い
て

お
く
と
、
芝

居
小
屋
で
落

語
を
見
る
こ

と
が
と
て
も

素
敵
に
思
え
る
ん
で
す
。

旭
座
の
魅
力
と
は
？

　

落
語
の
会
場
に
は
う
っ
て
つ
け
で
す
。

元
が
芝
居
小
屋
だ
か
ら
雰
囲
気
た
っ

ぷ
り
だ
し
、
収
容
人
数
も
ち
ょ
う
ど

２
０
０
人
く
ら
い
。お
客
さ
ん
が
ギ
ュ
ッ

と
詰
ま
っ
て
見
ら
れ
る
大
き
さ
で
す
。

　

こ
れ
ほ
ど
落
語
を
見
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
場
所
は
、
そ
う
そ
う
あ
り
ま
せ
ん
。

小
浜
の
宝
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

第 12 回 旭座上方落語会

林
はやしや

家 染
そめじゃく

雀

大阪府八尾市出身
52 歳
林家染

そめまる

丸に入門
趣味は茶道、長唄、
三味線、日本舞踊
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　年金は、やがて訪れる長い老後や、生活の安定を損なう
〝万が一〟の事態に備えて、お互いに保険料を出し合い、
支え合う制度です。
　日本国内に住所がある 20 歳以上 60 歳未満の人は、国
民年金に加入する義務があります。

１

２

３

４

５

加入手続きについて

　令和元年 10 月 1 日から、原則として 20 歳に
なったときの加入手続きが不要になりました。
　満 20 歳を迎えた人には、誕生日からおおむ
ね２週間以内に、日本年金機構から国民年金
に加入した旨の通知が届きます（厚生年金ま

たは共済年金の加入者は除く）。
　通知が届かない場合は、加入手続きが必要で
す。市民福祉課 2 番窓口（市役所 1 階）または
最寄りの年金事務所で手続きを行ってください。

保険料や支払方法について

　国民年金保険料は、月額 16,410 円（令和元
年度）です。
　支払いは、現金払い（納付書）のほか、口座振

替で支払うこともできます。
　口座振替は、現金払い（納付書）に比べて、
前納割引の割引率が高くなっています。

支払いが難しい場合は免除制度も

　所得が少ないなどの理由で、保険料を納める
ことが困難な人は、納付猶予制度や学生納付特
例制度などの保険料免除制度を利用することが
できます。手続きは、市民福祉課 2 番窓口または

最寄りの年金事務所で行ってください。
※学生納付特例制度の申請には、在学証明書の
　原本または学生証の両面の写し（在学予定期
　間が記載されているもの）が必要です。

免除制度を利用した場合の年金はどうなるの？

　特例・猶予制度を受けた期間は、本来 10 年
以上必要である保険料支払い期間（受給資格期
間）に含まれますが、将来の年金額の計算には
含まれません。
　特例・猶予期間の保険料は、後から遡

さかのぼ

って
支払うことができ、通常納付した場合と同様
に将来の年金額が計算されます（追納制度）。

◆追納制度とは…
　特例・猶予期間の保険料は、10 年以内であ
れば、古い期間から順に納付できます。
　追納する際の保険料額は、当時の額が基準と
なりますが、３年度以上遡る場合は、加算額が
上乗せされます。（例）令和元年度に追納する場
合、平成 28 年度以前の保険料に加算額を上乗せ

加入しなかったり、保険料が未納になったりすると…？

　「ケガや病気などで障がいが残った場合、受
給できるはずの障害年金がもらえない」、「受
給資格期間が足りないため老後に年金がもら
えない」などの問題が発生します。

　特に、仕事をやめたときや、配偶者の扶養か
ら外れたときなどには、国民年金への加入手続
きが必要となりますので、忘れずに手続きを
行ってください。

喫　茶
飲食業

テーブル、いす、陳列ケース、カウンター、レジスター、電子レンジ、冷凍機、製氷機、厨房用品、
テレビ、ジュークボックス、ステレオ、放送設備、冷蔵庫、日よけ、看板、門、塀、駐車場舗装路
面など

理　容
美容業

理容いす、シャンプーいす、洗面設備、湯沸かし機、タオル蒸し器、研磨機、ドライヤー、美顔機、
ヘアースチーマー、エアコン、鏡、テレビ、ステレオ、看板、レジスター、待合いす、サインポー
ルなど

農　業
漁　業

ビニールハウス、乾燥機、もみすり機、育苗機、温室管理装置、器具や機械のアタッチメント、漁
船、魚群探知機、養殖用設備、漁具・漁網など

不動産
貸付業

塀、フェンス、側溝、看板、駐車場などのアスファルト舗装、ライン引き、物置、自転車置き場、外灯、
花壇・植えこみなど

■問い合わせ　税務課☎ 64・6004

※ただし、次の資産は固定資産税の償却資産の対象になりません。
　■土地・建物（固定資産税の「家屋」として課税されているもの）　
　■自動車など（自動車税・軽自動車税の対象となるもの）　
　■無形減価償却資産（漁業権、特許権など）
    ■使用可能期間が 1年未満の資産　　　 　
　■取得価格が 10万円未満の資産で、一時に損金算入されたもの（少額償却資産）
　■取得価格が 20万円未満の資産で、３年間で一括して均等償却されたもの（一括償却資産）

償却資産（固定資産税）申告の適正化に取り組んでいます
　市では、償却資産制度の周知と申告の勧奨のため、事業を行っている法人・個人
に申告書を送付しています。
　申告の必要がある場合は、申告書に同封の手引きなどを参考に、期日までに申告
書の提出をお願いします。
※不明な点は、税務課（課税グループ）まで問い合わせてください

　固定資産税は、土地や家屋のほかに償却資産
（事業用資産）についても課税の対象となります。
　この償却資産の課税については、申告制度が
とられており、市内に償却資産を所有している
法人・個人は、毎年 1 月 1 日現在の資産の状況
等を、資産の多少にかかわらず、1 月 31 日まで
に申告しなければなりません。

申告は義務

　事業を行っている人※が、その事業のため
に用いる資産（構築物・機械・器具・備品など）
のうち、法人税または所得税法の規定による
所得の計算上、損金または必要な経費に算入
できるものを指します。
※工場や商店などの経営や、農漁業・不動産
　業などを行う個人や法人

償却資産とは？

主な償却資産の例（主要な業種別）

……………………………………
償却資産の申告をお忘れなく！
……………………………………

20 歳になったら 国民年金

■問い合わせ　市民福祉課☎ 64・6018
　　　　　　　敦賀年金事務所☎ 0770・23・9904
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若狭東高校生が地域住民向けに薬膳料理の高校生
レストランや販売実習などを開催（金屋・12 月 8 日）

100 周年記念の「ゆずりは会館」をＰＲ

Photo フォトニュース

News

令和 2 年に開校する「青池学園高校」の概要を同学
園の青

あおいけ

池理事長が市長らに説明（市庁舎・11 月 18 日）

青池学園が県内初の広域通信制高校を設立

若狭の恵が内閣府・農林水産省の「ディスカバー農
む ら

山漁村
の宝」ビジネス部門選定を市長に報告（市庁舎・12 月 9 日）

雇用創出や若者の活躍が評価を得る

「うちとみキッチン」で内外海小学校の 6 年生
が「なれずし」作りに挑戦（田烏・12 月 11 日）

地元に伝わる伝承料理にチャレンジ

積雪時でもスムーズに給水活動ができるよう小浜市
管工事協同組合から除雪機が寄贈（市庁舎・12 月 4 日）

「薪と薪ストーブを楽しむ会」で薪割り体験や薪ストーブを
囲んでの座談会を実施（里山オーベルジュ藤屋・12 月 1 日）

積雪時でも迅速な対応に期待里山の恵みで温もりを体験

スマート農業実証実験
若狭の恵の実証チームが GPS 情報などにより土壌
改良材を自動調節する実験を実施（加茂・11 月 15 日）

市内観光の新たな玄関口に
「小浜市インフォメーションセンター」が完成
し関係者が開所を祝う（駅前町・11 月 22 日）

師走恒例の「若狭小浜第九演奏会」を開催。市
民ら約 70 人が合唱で参加（文化会館・12 月 8 日）

民生委員・児童委員の全国一斉改選に伴い、50
人の退任者へ感謝状を贈呈（白鬚・11 月 29 日）

高らかに響かせる重厚なハーモニー

地域住民の身近な相談役に感謝

本市の職員派遣に対して岩手県釜石市の山
やまざき

崎秀
ひ で き

樹副
市長から感謝状が手渡される（市庁舎・11 月 18 日）

東日本大震災からの復興支援に感謝状

小浜商工会議所青年部主催の「おしごとザウルス」で児
童らが仕事の一部を模擬体験（市民体育館・11 月 17 日）

多彩な仕事を楽しく体験
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市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします

くらしの情報
まちの駅「旭座」イベント情報

※ 1月予定の主なものをお知らせします

お
知
ら
せ

■障がいの理解を深める映画会
　（赤い羽根共同募金 歳末たすけあい助成事業）

　▶とき　1 月 25 日㊏ 14 時〜

　▶内容　映画「ワンダー  君は太陽」

　▶料金　無料

　問小浜市社会福祉協議会☎ 56・5800

くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

■問い合わせ
　市立図書館（白鬚）
　☎ 52・1042

しりつとしょかん おはなしかい

とき　1 月 11 日㊏
　　　① 10 時 30 分〜
　　　② 11 時〜
内容　① 0 〜 2 歳向け
　　　② 3 歳以上向け

おばま児童文学会「風夢」
のおはなし会

とき　1 月 25 日㊏ 11 時〜

■市立図書館　今月のイベント

▼
と
き　

１
月
11
日
㊏

　
　
　
　
12
時
30
分
〜
16
時
10
分

▼
と
こ
ろ　

働
く
婦
人
の
家
（
大
手
町
）

▼
内
容　

①
映
画
「
み
ん
な
の
学
校
」
上

　

映
②
木き

む
ら村
泰や

す
こ子
さ
ん
（
大
阪
市
立
大
空

　

小
学
校
初
代
校
長
）に
よ
る
講
演
会「
み

　

ん
な
の
学
校
が
今
、教
え
て
く
れ
る
こ
と
」

▼
定
員　

２
５
０
人

▼
料
金　

無
料
※
映
画
鑑
賞
に
は
整
理
券

　

が
必
要
で
す
。
働
く
婦
人
の
家
☎️
52
・

　

７
０
０
２
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

▼
と
き　

１
月
26
日
㊐
10
時
10
分
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　
サ
ン
・
サ
ン
ホ
ー
ム
小
浜（
遠
敷
）

▼
内
容　

越
前
市
出
身
の
南み

な
み

正ま
さ
と
き時
さ
ん（
写

　

真
家
）
に
よ
る
鉄
道
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
※
参
加
者
に
は
小

　

浜
線
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

▼
定
員　

先
着
40
人

▼
料
金　

無
料

▼
申
し
込
み　

担
当
課
へ
電
話
で
申
し
込
み

※
１
月
22
日
㊌
〜
２
月
21
日
㊎
ま
で
庁
舎

　

市
民
ホ
ー
ル
（
大
手
町
）
で
南
さ
ん
の

　

写
真
展
を
開
催

▼
と
き　

２
月
２
日
㊐
９
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

働
く
婦
人
の
家
（
大
手
町
）

▼
内
容　

市
連
合
婦
人
会
会
員
に
よ
る
ア

　

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
活
動
パ
ネ
ル
展
示
、

　

伊い
と
う藤
真ま

な
み波
さ
ん
（
国
内
初
の
義
手
の
看

　

護
師
、北
京
・
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

　

ク
競
泳
日
本
代
表
）
に
よ
る
人
権
講
演

　

会
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

※
男
性
も
気
軽
に
来
場
し
て
く
だ
さ
い

小
浜
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い

小
浜
線 

鉄
道
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

婦
人
の
つ
ど
い

市
民
協
働
課

北
陸
新
幹
線
・
総
合
交
通
推
進
課
☎
64
・
６
０
６
７

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
64
・
６
０
３
３

文
化
か
い
か
ん
・
た
い
か
ん
・
き
ょ
う

か
ん
事
業『
ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ
ー
ト
』

文
化
会
館
☎︎
53
・
９
７
０
０

▼
と
き　

１
月
18
日
㊏

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
14
時
45
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
会
館
（
大
手
町
）

▼
内
容　

市
文
化
協
会
所
属
の
合
唱
団
体

　

に
よ
る
合
唱
コ
ン
サ
ー
ト

▼
出
演
団
体　

童
謡
を
歌
う
会
「
赤
い
く

　

つ
」、
女
声
合
唱
コ
ー
ロ
・
小
浜
、
男

　

声
合
唱
団
フ
ロ
ッ
グ
ス

※
入
場
無
料
。
申
込
不
要

県
交
通
災
害
等
遺
児
就
学
支
度
金

（
小
・
中
学
校
就
学
児
分
）

　

県
で
は
、
交
通
事
故
な
ど
で
生
計
を
と

も
に
し
た
父
や
母
、
未
成
年
後
見
人
を
亡

く
し
た
交
通
災
害
等
遺
児
が
小
・
中
学
校

に
入
学
す
る
と
き
に
、
そ
の
保
護
者
に
就

学
支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
民
税
の
所
得
割
が
課
税
さ
れ

　

て
い
な
い
世
帯

▼
申
し
込
み　

１
月
29
日
㊌
ま
で
に
担
当

　

課
ま
で

子
ど
も
未
来
課
☎
64
・
６
０
１
３

成
人
式
に
伴
う
道
路
通
行
制
限

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
64
・
６
０
３
３

　

成
人
式
の
開
催
に
伴
い
、
文
化
会
館
に

接
す
る
道
路
を
一
方
通
行
に
し
ま
す
。
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

▼
と
き　

１
月
12
日
㊐

　
　
　
　

12
時
30
分
〜
13
時
30
分

狩
猟
免
許
試
験
の
案
内

農
林
水
産
課
☎
64
・
６
０
２
４

で
、
狩
猟
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
担
い
手

の
育
成
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
被
害

防
止
の
た
め
、
狩
猟
免
許
を
取
得
し
て
捕

獲
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

狩
猟
を
行
う
に
は
、狩
猟
免
許
試
験
に
合

格
し
、県
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。県
で
は
、

次
の
と
お
り
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

3
月
１
日
㊐
９
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

県
立
大
学
永
平
寺
キ
ャ
ン
パ

　

ス
（
永
平
寺
町
）

▼
対
象　

県
内
に
住
所
を
有
す
る
人
（
条

　

件
あ
り
）

▼
種
類　

網
猟
、
わ
な
猟
、
第
１
種
銃
猟
、

　

第
２
種
銃
猟

▼
申
込
期
限　

１
月
24
日
㊎

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

商
工
観
光
課

商
工
観
光
課

特
定
最
低
賃
金
の
改
定

壁
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
展
示

福
井
労
働
局
☎️
０
７
７
６
・
22
・
２
６
９
１

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
64
・
６
０
３
３

　

県
内
の
特
定
の
業
種
で
働
く
労
働
者
と

そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る「
特
定
最
低

賃
金
」が
12
月
24
日
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
県
内
の
特
定
最
低
賃
金（
時
間
額
で
カ
ッ

　

コ
内
は
改
定
前
）

・
紡
績
業
、
化
学
繊
維
、
織
物
、
染
色
整

　
理
業　

８
３
０
円
（
８
０
４
円
）

・
繊
維
機
械
、
金
属
加
工
機
械
製
造
業

　
８
７
４
円
（
８
５
９
円
）

・
電
気
機
械
器
具
製
造
業　

８
５
７
円

　
（
８
４
０
円
）

　

県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
で
は
、
第
43

回
壁
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
54
点

を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き
　
１
月
15
日
㊌
〜
20
日
㊊

▼
と
こ
ろ
　
庁
舎
市
民
ホ
ー
ル（
大
手
町
）

　

市
内
で
は
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被

害
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
一
方

健
康
・
福
祉

が
ん
検
診
受
診
券
使
用
期
限

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

　

本
年
度
の
が
ん
検
診
受
診
券
を
持
っ
て

い
て
、ま
だ
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、

期
限
ま
で
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
使
用
期
限
　
１
月
31
日
㊎

※
受
診
を
希
望
す
る
人
で
、
受
診
券
を
持

　

っ
て
い
な
い
人
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ

　

ー
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

プ
レ
パ
パ
＆
プ
レ
マ
マ
講
座

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

栄
養
編
「
妊
娠
中
か
ら
の
か
ら
だ
づ
く
り
」

▼
と
き
　
１
月
15
日
㊌
10
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
南
川
町
）

妊
娠
・
出
産
編
「
胎
児
と
の
絆
を
つ
く
り
、

産
む
力
を
身
に
つ
け
よ
う
」

▼
と
き
　
１
月
18
日
㊏
10
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

旭
座
（
白
鬚
）

育
児
編
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア
で
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
、
育
児
を
楽
し
む
に
は
」

▼
と
き
　
１
月
29
日
㊌
10
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
南
川
町
）

※
講
座
に
は
母
子
手
帳
を
持
参
。
18
日
、

　

29
日
は
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加

※
申
し
込
み
は
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

認
知
症
予
防
の
た
め
の
体
操
教
室

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
64
・
６
０
１
５

　

市
で
は
、
認
知
機
能
ア
ッ
プ
に
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
る
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取

り
入
れ
た
「
脳
と
か
ら
だ
の
体
操
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
　

1
月
15
日
㊌
〜
３
月
25
日
㊌
ま

　

で
の
毎
週
水
曜
日  

全
11
回  

い
ず
れ
も

　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
南
川
町
）

▼
対
象
　
物
忘
れ
が
気
に
な
る
65
歳
以
上

　

の
市
民

▼
料
金
　
２
５
０
円
／
回

▼
申
込
期
限
　
１
月
８
日
㊌

　

65
歳
以
上
で
、
要
介
護
度
１
以
上
の
認

定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
確
定
申
告
で
障

害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
ほ

か
、
お
む
つ
代
が
医
療
費
控
除
の
対
象
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
手
続
き
　
該
当
者
に
は「
障
害
者
控
除
対

　

象
者
認
定
書
」ま
た
は「
お
む
つ
使
用
確

　

認
書
」を
発
行
し
ま
す
。
１
月
６
日
㊊
〜

　

３
月
16
日
㊊
の
期
間
に
印
鑑
を
持
っ
て

　

高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支
援
課
窓
口
ま
で

※
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
受
け
て
、

　

前
年
に
確
定
申
告
し
た
人
に
つ
い
て
は
、

　

申
請
を
し
な
く
て
も
１
月
上
旬
に
市
か

　

ら
認
定
書
を
郵
送
し
ま
す

※
介
護
認
定
情
報
の
更
新
に
よ
り
、
発
行

　

が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
、

お
む
つ
使
用
確
認
書
を
発
行

高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支
援
課
☎
64
・
６
０
１
４

わくわく本のお楽しみ袋

とき　1 月 5 日㊐〜なくなり次第終了
内容　テーマに合わせて司書がえりすぐっ
　　　た「お楽しみ袋（3 冊セット）」を
　　　5 階児童室と 6 階一般室に各 20 組
　　　準備。図書館職員が手描きしたかわ
　　　いいイラストで紹介しています



1 月 6 日から

ハローワークのサービスが
これまで以上に充実！

市街地で野菜づくりを楽しみたい人へ

用途地域内で 100 平方㍍から
農地の購入が可能になりました
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市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします くらしの情報

　市街地で野菜づくりを楽しみたい人が農地を取
得しやすくなるよう、下記のとおり用途指定され
た地域（都市計画区域内）において、農地法に基
づく下限面積（最低経営農地面積）を 1,000 平
方メートルから 100 平方メートルに引き下げま
した。

▶適用地域　小浜・雲浜・西津地区内の用途指定
　　　　　　された地域（都市計画区域内）

▶設定下限面積　100 平方メートル（約 3.3 坪）

▶主な要件　・許可後の農地の経営面積が 100 平
　　　　　　　方メートル以上であること
　　　　　　・権利を取得する農地の全てを効率
　　　　　　　的に利用して耕作を行うこと

【仕事を探している人向けの変更点】

①　ハローワークの求人情報が、スマートフォン
　　でも検索・閲覧できるようになります
②　インターネット上にマイページを開設するこ
　　とができ、気になる求人情報を保存すること
　　ができるようになります

【事業主向けの変更点】

①　インターネットに接続された会社のパソコン
　　から、求人申し込みや内容変更などの手続き
　　ができるようになります
②　求人票の様式が変わり、より詳細な情報を求
　　職者に伝えることができるようになります

※詳しくは、厚生労働省ホームページを参照、ま
　たはハローワーク小浜に問い合わせてください

■問い合わせ  農林水産課☎ 64・6022■問い合わせ  ハローワーク小浜☎ 52・1260

W
ウ ォ ー ム

A R M B
ビ ズ

I Z
冬のエコ生活を始めよう

　「Ｗ
ウ ォ ー ム

ＡＲＭ  Ｂ
ビ ズ

ＩＺ」とは、寒い季節でも暖房に頼
り過ぎないで快適に過ごそうという取り組みです。
　エコ生活を心がけて、地球温暖化の進行を防止し
ましょう。日ごろの省エネに加えて、家庭で続けら
れる冬の省エネを紹介します。

重ね着などをして室温 20℃を心がける。

不要な照明をできるだけ消す。

炎が鍋からはみ出さないように調節する。

設定を弱にする。扉の開閉時間を減らす。

シャワーは不必要に流したままにしない。

不使用時はふたを閉める。

公共施設などへ出かけて暖房をシェアす
ることで燃料や電力の使用量を減らす。

【エアコン】

【 照 明 】

【ガスコンロ】

【 冷 蔵 庫 】

【 給 湯 】

【温水洗浄便座】

【ウォームシェア】

■問い合わせ
環境衛生課☎ 64・6016

募
集

県
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

生
活
安
全
課
☎
64
・
６
０
０
７

▼
業
務
内
容
　
消
費
生
活
に
関
す
る
ア
ン

　

ケ
ー
ト
の
協
力
、
研
修
会
の
参
加
な
ど

▼
対
象
　
20
歳
以
上
の
市
民

▼
募
集
　
３
人

▼
任
期
　
４
月
１
日
〜
令
和
３
年
３
月
31
日

▼
申
込
期
限
　
１
月
22
日
㊌

国
有
林
モ
ニ
タ
ー

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
☎
０
６
・
６
８
８
１
・
３
４
０
６

▼
事
業
概
要
　
週
１
〜
２
回
、
約
80
人
の

　

高
齢
者
を
対
象
に
、
１
食
６
５
０
円
の

　

弁
当
（
税
込
み
、
配
達
料
、
集
金
代
な

　

ど
す
べ
て
含
む
）
を
配
食
す
る
事
業

▼
要
件　

市
内
全
域
を
対
象
に
、
管
理
栄

　

養
士
に
よ
る
献
立
で
、
利
用
者
に
合
わ

　

せ
た
刻
み
食
な
ど
に
対
応
で
き
る
こ
と

▼
募
集
期
限
　
２
月
７
日
㊎

※
選
定
は
応
募
事
業
者
の
プ
レ
ゼ
ン
な
ど

　

に
よ
り
選
定
委
員
会
で
決
定

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支
援
課
☎︎
64
・
６
０
１
４

▼
業
務
内
容
　
国
有
林
に
関
す
る
ア
ン
ケ

　

ー
ト
の
協
力
、
会
議
へ
の
出
席
な
ど

▼
対
象
　
県
内
在
住
の
成
人
で
森
林
・
林

　

業
お
よ
び
国
有
林
に
関
心
が
あ
る
人

　

※
地
方
議
会
の
議
員
、
常
勤
の
国
家
公

　
　

務
員
は
除
く

▼
任
期
　
４
月
１
日
〜
令
和
３
年
３
月
31
日

▼
申
込
期
限
　
１
月
31
日
㊎

わ
か
さ
で
鯖
体
験
シ
リ
ー
ズ

「
さ
ば
缶
を
使
っ
た
料
理
」

▼
と
き　

1
月
18
日
㊏
〜
19
日
㊐
一
泊
二
日

▼
と
こ
ろ　

国
立
若
狭
湾
青
少
年
自
然
の

　

家
（
田
烏
）
ほ
か

▼
内
容　

全
国
で
初
め
て
田
烏
で
開
始
さ

　

れ
た
巾
着
網
漁
法
の
歴
史
に
つ
い
て
の

　

講
義
や
小
浜
よ
っ
ぱ
ら
い
サ
バ
の
餌
や

　

り
、
サ
バ
缶
を
使
っ
た
料
理
体
験
な
ど

▼
定
員　

30
人
（
高
校
生
以
下
は
保
護
者

　

同
伴
）
※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

▼
参
加
費　

３
７
０
０
円

▼
申
込
期
限　

１
月
４
日
㊏
17
時
ま
で

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

　

て
く
だ
さ
い

国
立
若
狭
湾
青
少
年
自
然
の
家
☎
54
・
３
１
０
０

「
買
い
た
く
な
る
お
土
産
」
デ
ザ
イ
ン
塾

海
の
ふ
れ
あ
い
教
室
「
冬
の
砂
浜

で
生
き
も
の
を
探
し
て
み
よ
う
！
」

商
工
観
光
課

県
海
浜
自
然
セ
ン
タ
ー
☎️
０
７
７
０
・
46
・
１
１
０
１

　

北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
を
見
据
え
、
土

産
物
の
魅
力
ア
ッ
プ
と
販
売
促
進
を
目
的

に
、
デ
ザ
イ
ン
向
上
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

１
月
21
日
㊋

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

商
工
会
議
所（
大
手
町
）

▼
内
容　

①
北
陸
新
幹
線
開
業
対
策
加
速

　

化
プ
ラ
ン
（
仮
称
）
に
つ
い
て
②
パ
ッ

　

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

▼
講
師　

①
松ま

つ
え
だ枝
範の

り
や
す恭
さ
ん
（
県
新
幹
線

　

開
業
課
課
長
補
佐
）
②
青あ

お
き木
祐ゆ

う
す
け輔
さ
ん

　
（（
株
）
日
本
百
貨
店
デ
ザ
イ
ナ
ー
）、

　

日ひ
ぐ
ら
し暮
学ま

な
ぶ

さ
ん
（
同
店
バ
イ
ヤ
ー
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

商
工
会
議

　

所
☎️
52
・
１
０
４
０

▼
と
き　

１
月
26
日
㊐
９
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

若
狭
高
校
海
洋
キ
ャ
ン
パ
ス

　
（
堀
屋
敷
）
集
合

▼
内
容　

砂
浜
の
生
き
も
の
を
小
型
の
地

　

引
網
や
タ
モ
網
で
採
集
し
て
観
察

▼
講
師　

富と
み
な
が永
修お

さ
む

さ
ん
（
県
立
大
学
海
洋

　

生
物
資
源
学
科
教
授
）

▼
定
員　

先
着
40
人
（
小
学
生
以
下
は
保

　

護
者
同
伴
）

▼
参
加
費　

１
０
０
円

※
荒
天
中
止

県
立
道
守
高
校
通
信
制
生
徒

県
立
道
守
高
等
学
校
☎
０
７
７
６
・
36
・
１
１
８
４

　
県
立
道
守
高
校
で
は
、
令
和
２
年
度
の

通
信
制
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。同
校
で
は
、

月
に
３
日
程
度
、
日
曜
日
に
登
校
し
、
レ

ポ
ー
ト
を
提
出
し
な
が
ら
高
校
卒
業
資
格

の
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

▼
出
願
期
間　

３
月
13
日
㊎
、
16
日
㊊
〜

　

17
日
㊋
、
19
日
㊍
、
23
日
㊊

▼
受
付
時
間　

９
時
〜
16
時
※
３
月
23
日

　

は
12
時
ま
で
。
郵
送
に
よ
る
出
願
も
可

　
（
出
願
期
間
内
に
到
着
し
た
も
の
に
限
る
）

※
個
別
相
談
会
は
２
月
９
日
㊐
、23
日
㊐
、

　

３
月
８
日
㊐
に
開
催

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

親
子
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
教
室

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
53
・
０
０
６
４

▼
と
き
　
２
月
１
日
㊏
〜
３
月
14
日
㊏
の

　

毎
週
土
曜
日
（
３
月
7
日
㊏
は
除
く
）

　

い
ず
れ
も
９
時
30
分
〜
11
時

▼
と
こ
ろ
　
サ
ン
・
サ
ン
ホ
ー
ム
小
浜（
遠
敷
）

▼
対
象
　
小
学
１
〜
４
年
生
と
保
護
者

▼
定
員
　
先
着
20
人

▼
参
加
費
　
１
人
１
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
　
１
月
24
日
㊎
ま
で
に
担
当

　

課
ま
で

ス
ポ
ー
ツ

▼
と
き　

1
月
18
日
㊏
14
時
〜
15
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

今
富
公
民
館
（
和
久
里
）

▼
内
容　

大
規
模
な
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
、

　

私
た
ち
は
ど
う
行
動
す
れ
ば
よ
い
か

▼
講
師　

竹た
け
だ田
周し

ゅ
う
へ
い平
さ
ん
（
福
井
工
業
大

　

学
教
授
）

▼
料
金　

無
料

第
６
回
成
人
大
学
講
座

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎︎
64
・
６
０
３
３

明
倫
学
舎
入
舎
生

（
公
財
）輔
仁
会
☎
０
４
２
２
・
22
・
２
３
０
５

　
明
倫
学
舎
（
東
京
都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺

東
町
）
は
、
福
井
県
出
身
者
を
対
象
と
し

た
男
子
学
生
寮
で
す
。
令
和
２
年
度
の
入

舎
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

18
人 

▼
費
用　

月
額
３
万
２
０
０
０
円
〜
３
万

　

８
０
０
０
円
（
夕
食
費
含
む
。
食
事
を

　

と
ら
な
か
っ
た
日
が
あ
っ
た
場
合
は
、

　

３
カ
月
ご
と
に
食
費
の
一
部
を
返
金
）

※
入
舎
料
・
保
証
金
８
万
円（
初
年
度
の
み
）

▼
願
書
提
出
期
限　

第
１
回
１
月
23
日
㊍
、

　

第
２
回
３
月
13
日
㊎
※
い
ず
れ
も
必
着

▼
入
舎
選
考
日　

第
１
回
１
月
25
日
㊏
、

　

第
２
回
３
月
14
日
㊏

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ（http://

　

m
eiringakusha.com

/

）
を
参
照



⓭ 広報おばま　令和 2 . 1 広報おばま　令和 2 . 1 ⓬

小 浜 警 察 署 が移転します！令和 2 年 2 月から

パブリックコメントの実施を予定しています！

市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします くらしの情報

　凍結により水が出なくなっても、日中気温が
上昇すれば元どおり出るようになります。
　もし、すぐに水が必要な場合は、ドライヤー
で温めたり、水道管にタオルをかけ、その上か
らぬるま湯をゆっくりかけたりして溶かしてく
ださい。
　熱湯はかけないでください。水道管が破裂す
ることがあります。

　家の水道管が破裂したときは、水道メーターボックス
内の止水栓を閉め、水道業者に連絡してください。
　水道管が破裂し、止水栓を
閉めた後、破裂した箇所が特
定できた場合は、破裂した部
分にタオルを巻きつけてくだ
さい。

屋外に露出している水道管を保温する 水道メーターボックス内部を保温する

凍結して水が出なくなった場合 水道管が破裂した場合

　敷地内に設置されて

いる水道メーターボッ

クス内の保温には、新

聞紙や発泡スチロール

を敷き詰めて保温しま

しょう。

　屋外に露出している

水道管の保温には、ホー

ムセンターなどに売っ

ている保温チューブや

タオルを巻くなどする

と効果的です。

保温材

ビニール
テープ

メーターボックス内

保温材

新聞紙） （止水栓）
（発泡スチロールや

上からビニールをかぶせる

元栓

※メーターボックスと止水栓が離れている場合があります。
　止水栓の場所がわからない場合は、上下水道課まで連絡してください

水道メーターの
パイロット

凍結防止には「保温」が効果的！

水道管が凍結・破損したときの応急処置

止水栓

漏水の確認方法

回転して
いる

漏水の疑い
あり

水道業者に
連絡を！

回転して
いない

漏水の疑い
なし

定期的に
確認を！パ

イ
ロ
ッ
ト
が
…

■問い合わせ　上下水道課☎ 64・6029

　最低気温が氷点下になると予想される時期は、寒さの影響
で水道管の水が凍って出ないことや、水道管が破損するこ
とがあります。
　冬の寒さに備えて十分な対策を取りましょう。

寒波などによる

水道管の凍結にご注意ください

重大な計画などを決める際に意見を公募
　市では、市民の生活に直接、大きな影響を与える
計画や条例などを定めたり、変更したりする場合
に、素案の内容を公表して市民の皆さんの意見を
募る「パブリックコメント制度」を定めています。
　下記の計画などについて、令和２年１月〜３月ご
ろに、パブリックコメントを実施する予定です（そ
れぞれの実施期間は、おおむね３週間程度）。

計画等の名称 担当課 目的や内容

新まちづくり構想 北陸新幹線・総合
交通推進課

北陸新幹線全線開業の開業効果を最大限生かすために、新幹線を生
かしたまちづくりの基本的な方向性を示す

第２期小浜市子ども・
子育て支援事業計画
（令和２～６年度）

子ども未来課 幼児期の教育・保育および地域の子育て支援に関する取り組みと、
その実施時期を定める

小浜市自殺対策計画
（仮称）

高齢・障がい者元
気支援課

本市の自殺の特徴を踏まえ、今後の自殺防止に向けた取り組みを定
める

小浜市文化財保存活
用地域計画 文化課 文化財保護法の改正に合わせて、市の地域特性を生かした文化財の

保存・活用の方策を定める

意見は市役所や公民館の窓口で
　実施期間中は、担当課・市民協働課・各公民館の
窓口や、市役所の宿日直（土日祝のみ）、市公式 H
Ｐで、素案の閲覧および意見の提出ができます。
　提出された意見については、後日、市の考えと合
わせて公表します。　
　詳細な実施日程については、決まり次第、市公式
H Ｐなどであらためてお知らせします。

■問い合わせ　市民協働課☎ 64・6009

小浜警察署は、庁舎の老朽化に伴い、右上地
図の場所へ移転します。

【業務開始】　令和 2 年 2 月 3 日㊊ 8時 30 分
【住　　所】　遠敷 9 番 11 号の 1
【電　　話】　56・0110

小浜
IC

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道

国道27号

JR 東小浜駅

● JA 若狭本店

●
日本電産テクノモータ

株式会社

●
道
の
駅「
若
狭
お
ば
ま
」

小浜警察署新庁舎

移転に関するお問い合わせは
☎ 52・0110 まで️

福井県警察マスコット
リュウピーくん（右）、リュウミーちゃん（左）

【移転先の周辺地図】完成イメージ

県道小浜・上中線

遠敷駐在所 ●

東小浜駅口交差点

※水道水を使用していない状態で確認してくだい



遠敷地区
▶三嶋範明（検見坂、池田）▶藤田博義（市場、島、
中村※後記以外）▶岩本庄治（国分、中村※遠敷川〜
国分側）▶藤井洋子（金屋、中の宮）▶山本久光（竜前、
神宮寺、忠野）▶上野かおり（下根来、中の畑、上根
来）▶増田逸郎（遠敷 1 〜 4）▶幸池美智子（遠敷 5・
6）▶泉岡スミ子（遠敷 7 〜 10）
今富地区
▶村田康郎（府中）▶猪原忍（和久里※国道 27 号よ
り北側）▶木下一夫（和久里※国道 27 号より南側）
▶長渡宏州（木崎）▶内藤憲志（多田※ミニストップ
横〜多田川、国道 27 号〜鉄道）▶西本弘一（多田※
前記以外）▶人見健一（生守※生守 10 号〜 16 号）
▶村岡昌平（生守※生守 1 号〜 9 号）▶松宮誠一（生
守※生守 19 号〜 45 号）▶米村正雄（生守団地）▶仲
井鉄男（野代、尾崎）▶岡田泰治（湯岡、伏原）
加斗地区
▶松葉都司明（東勢、西勢）▶荒鹿清則（荒木、黒駒、
法海）▶稲川了二（下加斗、上加斗）▶栗原昇平（岡津、
鯉川）
口名田地区
▶溝上均（東相生）▶橋本勝洋（西相生）▶古谷良治（上
中井）▶井上助博（下中井、滝谷）▶緩詰克巳（口田縄、
奥田縄）▶藤本芳久（新滝、須縄）▶茶谷修（谷田部）
中名田地区
▶森本幸夫（小屋）▶寺田静枝（上田）▶山﨑正博（下
田）▶西本喜代美（和多田）▶大下勇（深野）▶永谷
伸比古（深谷）
主任児童委員
▶山田規久子（小浜地区）▶大下容子（雲浜地区）
▶藪本ます美（西津地区）▶岸裕美子（内外海、国富
地区）▶前野美穂子（宮川、松永地区）▶髙鳥恭子（遠
敷地区）▶坂田多賀子（今富地区）▶松葉美紀子（加
斗地区）▶堀田宮子（口名田、中名田地区）

 小浜地区
▶豊田理子（清滝、生玉）▶柴田叔子（津島、多賀）▶前川
壽（鈴鹿、塩竈、川崎）▶村宮美惠子（玉前、今宮）▶的場
哲三（広峰、白鬚）▶松原美智子（酒井、竜田）▶古谷眞知
子（駅前町）▶岡本久尚（住吉、日吉）▶亀江文枝（神田、
大宮、男山）▶吹田はるみ（鹿島、白鳥）▶畠中喜代美（貴
船、浅間）▶和田聖奈（大原、香取、飛鳥）▶安倍満代（青井）
雲浜地区
▶岩田順子（南川町）▶吉田務（後瀬町）▶池田幸子

（上竹原、関）▶山本重雄（千種 1）▶縣基子（大手町、
四谷町）▶村山典子（一番町、千種 2）▶新田兵次（城
内 1・2）▶鈴木市惠（雲浜 1・2、山手 1）▶岡本昇（山
手 3）▶中谷修二（山手 2）▶平井愼一郎（水取 1・2）
▶片原玲子（水取 3・4）
西津地区
▶北山典男（堀屋敷、板屋町）▶村古勝代志（山王前 1・
2）▶松崎眞理（松ヶ崎 1・2）▶中野美喜子（大湊、北
塩屋）▶本村久史（小松原川西、川東）▶船井京子（福谷）
▶峯浦誠（新小松原）▶小川勉（北長町、西長町、下竹原）
内外海地区
▶藤田美和枝（甲ヶ崎）▶大橋正博（阿納尻、若狭、仏谷）
▶品川憲治（堅海、泊）▶森見友保（加尾、西小川、宇久）
▶植本富士男（阿納、犬熊、志積、矢代）▶山下睦夫（田烏）
国富地区
▶上坂真（丸山、江古川）▶吉村敦子（羽賀、奈胡）
▶宮川誠二（熊野、次吉、栗田）▶上野裕子（高塚）
▶小泉幸子（太良庄）▶森田義彦（北川）
宮川地区
▶杉村宗保（大戸、加茂）▶窪田幾代（本保、大谷）
▶米田宏恩（竹長、新保）
松永地区
▶伊須田康則（東市場）▶福谷幸子（太興寺、平野）
▶山本美智子（上野）▶坪内紀美子（四分一、三分一）
▶池野俊晴（門前、池河内）

 小浜地区

 松永地区

 遠敷地区

 今富地区

 加斗地区

 口名田地区

 中名田地区

 主任児童委員

 西津地区

 内外海地区

 国富地区

 宮川地区

 雲浜地区
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地域福祉のサポート役
「民生委員児童委員」・「主任児童委員」

が決まりました

令和２年度  会計年度任用職員 募集
新制度開始

！
　12 月 1 日付けで、新しい民生委員児童委員、主任
児童委員が厚生労働大臣から委嘱を受けました。任期
は令和 4 年 11 月 30 日までの 3 年間です。
　委員は以下の通りです（敬称略）。 　地方公務員法が改正されたことに伴い、令和２年度から新

たに「会計年度任用職員」が創設されます。
　新たな制度のもと、次年度の会計年度任用職員を募集します。

期末手当の
支給あり！

休暇・休業
制度あり！

会計年度任用職員とは・・・？

年度内を任期とする非常勤の公務員の
ことです

■問い合わせ  市民福祉課☎ 64・6011

■制度に関する問い合わせ  総務課☎ 64・6002

■令和 2 年度  会計年度任用職員  募集一覧 この他の職種も随時募集します

※社会保険・通勤費・期末手当あり（一部対象外）。詳しくは各担当課に問い合わせてください

県内の道路橋（約10,000橋
きょう

）の
点検・修繕を実施しています

などについて、5 年に 1
度の点検と点検に基づく
修繕を進めています。点
検の際には、交通規制な
どご迷惑をおかけします
がご協力をお願いします。　道路にかかる橋梁は、約 3 割が建設後 50 年以上が経過

するなど老朽化が進んでおり、一部の橋梁では鋼材の腐食
やコンクリートの剥がれ落ちなどの損傷が生じています。
　福井県道路メンテナンス会議の各道路管理者は、道路の
利用者の安全・安心確保のため、全ての橋梁・トンネル

国土交通省や福井県、県内各市町で組
織する「福井県道路メンテナンス会議」
の特設サイトは右記 QR コードから

■問い合わせ　都市整備課☎ 53・9706

国道 161 号  追
おいわけばし

分橋（越前市）

コンクリートの剥がれ落ち

職種 業務内容 募集
人員 報酬（月額） 勤務時間 資格 申込期限 問い合わせ

公民館
主事

公民館事務 若干名 14 万 9,825 円
週５日

（週 37 時間 30 分）
※土・日の勤務あり

普通自動車運転免許を有
し、パソコン操作（ワード・
エクセル）ができる人

１月 31 日㊎
生涯学習

スポーツ課
☎ 64・6033

食文化館
管理運営員

①ミュージアム
②キッチンスタジオ
③インフォメーション

① 2 人
② 1 人
③ 1 人

① 16 万 2,012 円
② 14 万 9,825 円
③ 14 万 1,375 円

週５日
（週 37 時間 30 分）

※土・日の勤務あり

不問
※①博物館学芸員の

 有資格者は優遇

※②栄養士または調理師の
有資格者は優遇

１月 31 日㊎
食のまち
づくり課

☎ 53・1000

介護保険
窓口相談員

介護保険
窓口事務

１人 13 万 9,376 円
週５日

（週 33 時間 45 分）

介護支援専門員、保健師、看
護師、介護福祉士などの資
格を有する人、または福祉
関係実務経験３年以上の人

１月 31 日㊎

高齢・障がい
者元気支援課
☎ 64・6014

介護認定
訪問調査員

介護認定訪問
調査事務

１人 16 万 5,565 円
週５日

（週 36 時間 45 分）

介護支援専門員、保健師、
看護師、介護福祉士などの
資格を有する人、または福
祉関係実務経験３年以上の
人、かつ普通自動車免許を
有する人

１月 31 日㊎

介護支援
専門員

介護予防
ケアプランの

作成等
１人 18 万 5,367 円

週５日
（週 36 時間 45 分）

介護支援専門員の資格と普
通自動車免許を有する人

１月 31 日㊎
地域包括支援

センター
☎ 64・6015

母子・父子
自立支援員

相談業務や
求職活動に

関する支援等
１人

12 万 9,848 円
～

13 万 9,143 円

週５日
（週 32 時間 30 分）

不問
※社会福祉主事や保育士・
　保健師・教員免許などの
　有資格者は優遇

随時

子ども未来課
☎ 64・6013

放課後児童
支援員

放課後児童
支援員

２人 8 万 9,895 円
週５日

（週 22 時間 30 分）

不問
※保育士や幼稚園・教員免
　許などの有資格者は優遇

随時

保育士
①保育士

②保育士補助
若干名

① 16万 550 円
② 14 万 4,625 円

週５日
（週 37 時間 30 分）

※時差出勤による
変則勤務

【保育士】保育士資格を有
する人、または令和元年度
中に資格取得見込みの人

【保育士補助】子育て経験
のある人、興味のある人

随時

延長保育
支援員

一般保育業務
補助

若干名 5 万 3,625 円

① 15 時 15 分〜
       18 時 30 分

（うち２時間 45 分）
② 16 時 15 分〜

       19 時 00 分

子育て経験のある人、興味
のある人

随時
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柔道部　主将

限
ら
れ
た
時
間 

悔
い
な
い
よ
う
に

（小浜第二中学校 2 年生）

　

１
・
２
年
の
男
子
７
人
が
所
属
す
る
小
浜

第
二
中
学
校
柔
道
部
で
主
将
を
務
め
る
山

下
く
ん
。「
相
手
を
豪
快
に
投
げ
る
先
輩
を

見
て
、
自
分
も
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
入

部
を
決
意
し
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

尊
敬
す
る
選
手
は
先
代
と
先
々
代
の
主

将
。「
柔
道
の
強
さ
や
部
員
た
ち
に
的
確

に
指
示
を
出
す
な
ど
頼
り
に
な
る
姿
」
に

憧
れ
ま
し
た
。
主
将
に
就
任
後
は
、「
後
輩

た
ち
に
ダ
サ
い
と
こ
ろ
は
見
せ
ら
れ
な
い
」

と
奮
起
し
日
々
の
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

身
長
は
１
５
８
㌢
と
同
じ
階
級
の
中
で

は
小
柄
な
体
型
。
家
で
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
重
ね
る
な
ど
し
て
筋
力
ア
ッ
プ
に
努
め

て
お
り
、「
試
合
で
投
げ
技
を
決
め
て
達
成

感
を
味
わ
い
た
い
」
と
笑
顔
を
み
せ
ま
す
。

　
「
部
全
体
で
心
掛
け
て
い
る
の
は
声
を
出

す
こ
と
。
声
を
出
せ
ば
気
合
が
入
り
、
活

気
が
生
ま
れ
る
。
少
人
数
だ
が
、
全
員
で

柔
道
部
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
」

　
「
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
稽
古
に
取

り
組
め
る
こ
と
が
部
活
の
楽
し
さ
」
と
語

る
山
下
く
ん
。
県
大
会
の
団
体
戦
で
二
勝
、

個
人
戦
で
の
優
勝
を
目
標
に
掲
げ
、「
限
ら

れ
た
時
間
の
中
、
悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う

に
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

山
や ま し た

下 翔
と あ

優 く
ん

燃えろ！青春！部活道若プロフェッショナル！働く　　者

接
客
の
ス
キ
ル 

磨
い
て
い
き
た
い

（19 歳・府中）

　
「
生
ま
れ
つ
き
心
臓
に
障
が
い
が
あ
り
、

激
し
い
動
き
が
制
限
さ
れ
て
い
る
」
と
語

る
森
田
さ
ん
。
就
職
活
動
中
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ふ
く
い
若
狭
事
業

所
が
コ
ン
ビ
ニ
を
運
営
し
て
い
る
こ
と
に

興
味
を
も
ち
、
雇
用
契
約
を
結
ん
だ
上
で
一

定
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
就
労
継
続
支
援

Ａ
型
を
利
用
し
て
の
就
職
を
決
め
ま
し
た
。

　

仕
事
は
主
に
事
業
所
敷
地
内
に
あ
る
コ

ン
ビ
ニ
で
の
接
客
や
レ
ジ
打
ち
、
厨
房
で

の
惣
菜
作
り
な
ど
を
担
当
。「
前
向
き
な
性

格
で
常
に
プ
ラ
ス
思
考
」
と
い
う
森
田
さ

ん
は
、「
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
業
務
を
経
験

し
た
い
」
と
仕
事
に
情
熱
を
傾
け
、
同
事

業
所
の
早は

や
さ
こ

佐
古
所
長
も
、「
さ
ま
ざ
ま
な
部

署
で
マ
ル
チ
に
活
躍
し
て
く
れ
る
貴
重
な

人
材
」
と
信
頼
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
「
11
月
か
ら
は
、
友
達
に
誘
わ
れ
地
元
の

よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
に
加
入
し
ま
し
た
。
適

度
に
体
を
動
か
す
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
発
散

に
も
な
っ
て
楽
し
い
」
と
公
私
と
も
に
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
森
田
さ
ん
。

　

今
後
の
目
標
を
尋
ね
る
と
、「
接
客
技
術

を
磨
き
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
す
る
こ
と
。
そ
し

て
、
い
ず
れ
は
一
般
企
業
に
就
職
す
る
こ

と
で
す
」
と
元
気
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

森
も り た

田 宙
そ ら

さ
ん

勤務先　コミュニティーネットワークふくい 若狭事業所

燃えろ！青春！部活道らり！小浜人きらり！小浜人き

「
若
狭
の
魚
」
扱
う
こ
と
に
誇
り

　

市
内
を
中
心
に
若
狭
地
域
の
鮮
魚
店
主
ら

36
人
が
所
属
す
る
「
小
浜
魚
商
協
同
組
合
」。

野
村
さ
ん
は
理
事
長
と
し
て
、
県
や
全
国
の

魚
商
組
合
と
の
会
議
に
参
加
す
る
な
ど
、
市

の
水
産
業
振
興
の
た
め
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
「
若
狭
の
海
は
、
寒
流
と
暖
流
が
ち
ょ
う

ど
交
わ
る
場
所
で
、
全
国
的
に
見
て
も
豊

富
な
種
類
の
魚
が
獲
れ
る
の
が
魅
力
。
地

元
の
人
た
ち
は
『
こ
れ
が
当
然
』
と
い
う

感
覚
だ
が
、
実
は
す
ご
い
こ
と
な
ん
で
す
」

と
言
う
野
村
さ
ん
。「
組
合
員
一
人
ひ
と
り

が
、
若
狭
の
魚
を
取
り
扱
う
と
い
う
こ
と

に
誇
り
を
持
っ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
」

　

同
組
合
で
は
、
小
浜
の
冬
の
風
物
詩
「
若

狭
か
れ
い
」
が
皇
室
へ
献
上
さ
れ
る
際
に
、

献
上
品
を
選
別
。
こ
の
12
月
に
も
75
匹
を

厳
選
し
ま
し
た
。「
昭
和
60
年
に
献
上
が
始

ま
っ
た
若
狭
か
れ
い
を
、
令
和
最
初
の
今
年

も
無
事
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
て
ほ
っ
と

し
た
。
誇
り
あ
る
こ
の
役
目
を
、
力
の
及
ぶ

限
り
続
け
た
い
」
と
話
す
野
村
さ
ん
。

　

今
後
の
目
標
を
尋
ね
る
と
、「
い
ず
れ
は
、

市
内
各
地
に
分
散
す
る
鮮
魚
店
や
漁
業
関

係
者
が
集
い
、『
若
狭
の
魚
』
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
す
る
場
所
や
態
勢
を
整
え
た
い

で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

小浜魚
うおしょう

商協同組合　理事長

（59 歳・広峰）

野
の む ら

村 浩
ひろし

さ
ん

　

若
狭
高
校
放
送
部
に
は
、
１
年
生
６
人
、

２
年
生
６
人
の
12
人
が
所
属
。
昼
休
み
に
生

徒
た
ち
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
た
音
楽
を

流
し
た
り
、
全
校
集
会
や
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

と
い
っ
た
催
し
の
際
に
、
機
材
の
設
営
や
司

会
進
行
を
請
け
負
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
味
で
忙
し
い
で
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
進
行
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
学
校
を

陰
か
ら
支
え
て
い
る
部
で
す
」と
話
す
、部
長

の
大
島
く
ん
。

　

将
来
の
夢
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
、「
光
景

や
状
況
な
ど
、
全
て
を
言
葉
で
表
現
し
、

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
と
い
う
の
は
と
て

も
難
し
い
こ
と
。
そ
れ
を
専
門
と
す
る
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
は
格
好
い
い
」
と
、
熱
意
に

満
ち
た
瞳
で
語
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
大
島
く
ん
は
、
夢
に
向
か
っ

て
、
放
課
後
の
放
送
室
で
発
声
や
滑
舌
の

練
習
に
励
む
努
力
家
。
そ
の
か
い
あ
っ

て
、
こ
の
夏
参
加
し
た
大
阪
の
専
門
学
校

が
主
催
す
る
中
高
生
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
大
会

で
は
、
約
50
人
の
参
加
者
の
中
で
上
位
10

人
に
入
り
、
見
事
予
選
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
「
本
戦
で
は
入
賞
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

こ
の
結
果
を
糧
に
、
も
う
一
度
大
会
に
挑
み

た
い
」
と
、今
日
も
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

放送部　部長

（若狭高校 2 年生）
大

お お し ま

島  拓
た く や

也 く
ん

陰
で
重
ね
た
努
力
を
力
に



立
小
浜
病
院
で
は
個
別
検
診
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
適
切
な
受
診
間
隔
で
定
期
的
に
が
ん

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

受
診
で
き
る
健
康
診
断

　

就
職
や
進
学
の
た
め
の
健
康
診
断
や
深
夜

業
、
船
員
免
許
の
更
新
な
ど
の
特
殊
業
務
の

健
康
診
断
に
も
対
応
し
て
お
り
、
全
国
健
康

保
険
協
会
に
加
盟
す
る
会
社
に
勤
め
て
い
る

人
は
協
会
け
ん
ぽ
の
健
診
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
体
の
す
み
ず
み
ま
で
調
べ
た
い
人
に

は
、人
間
ド
ッ
ク
を
お
勧
め
し
ま
す
。自
治
体

や
職
場
の
費
用
補
助
を
利
用
し
て
受
診
す
る

こ
と
や
、個
人
的
に
受
診
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。頭
部
疾
患
の
有
無
を
確
認
で
き
る
脳
ド
ッ

ク
や
全
身
の
が
ん
な
ど
の
病
気
の
有
無
が
確

認
で
き
る
Ｐペ

ッ

ト

Ｅ
Ｔ
検
診
も
行
っ
て
い
ま
す
。

健
康
で
暮
ら
す
た
め
に
も

　

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
、
病
気
に

な
ら
な
い
体
作
り
に
、
健
診
セ
ン
タ
ー
を
上

手
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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生
活
の
と
び
ら

健
康

目
的
別
！健

康
診
断
の
ス
ス
メ

杉
田
玄
白
記
念  

公
立
小
浜
病
院

■
問
い
合
わ
せ  

☎️
52
・
０
９
９
０

健
診
セ
ン
タ
ー

丸ま
る
や
ま山  

市い
ち
ろ
う郎  

医
師

受
け
て
い
ま
す
か
？
健
康
診
断

　

皆
さ
ん
は
、
気
に
な
る
症
状
や
困
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
病
院
を
受
診
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
自
身
の
健
康
状
態
の

評
価
や
病
気
の
早
期
発
見
の
た
め
に
病

院
を
利
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

今
回
、
目
的
別
に
お
勧
め
の
健
康
診

断
を
紹
介
し
ま
す
。

定
期
健
診
を
受
け
て
な
い
人
に
オ
ス
ス
メ

　

自
営
業
や
主
婦
の
人
な
ど
、定
期
健
康

診
断
を
受
診
す
る
機
会
の
無
い
人
に
は
、

特
定
健
康
診
査
を
お
勧
め
し
ま
す
。生
活

習
慣
の
影
響
を
受
け
や
す
い
、高
血
圧
症
、

糖
尿
病
、
高
脂
血
症
、
肝
機
能
障
害
の

罹り
か
ん患
が
確
認
で
き
ま
す
。
検
査
の
結
果
次

第
で
は
、
貧
血
の
有
無
、
心
電
図
、
眼
底
、

腎
機
能
検
査
を
追
加
で
実
施
し
、
生
活

習
慣
病
の
可
能
性
が
高
い
人
は
特
定
保

健
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

必
ず
受
け
よ
う
「
が
ん
検
診
」

　

男
女
共
通
の
が
ん
検
診
に
は
、肺
が
ん
、

胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
が
あ
り
、
女
性
は
さ

ら
に
、
子
宮
頚
が
ん
、
乳
が
ん
の
検
診

が
あ
り
ま
す
。
集
団
検
診
の
ほ
か
、
公

「クリーンセンター」と
「リサイクルプラザ」

■問い合わせ　環境衛生課☎ 64・6016

知ってほしい
、

役に立つ事業
をキリトリ！

市役所

お仕事ファイル

快
適
な
生
活
に
欠
か
せ
な
い

ご
み
処
理
施
設

　

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
中
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
「
ご
み
」
が
出

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
ご
み
を
処
理

し
、
快
適
な
環
境
で
暮
ら
し
続
け
て

い
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
ご
み

処
理
施
設
で
す
。

年
間
約
１
万
５
０
０
０
㌧
を
処
理

　

市
内
に
は
、ご
み
焼
却
施
設
の
「
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
と
、
最
終
処
分

場
と
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
な

る
不
燃
ご
み
処
理
施
設
の
「
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
」
の
２
種
類
の
処
理
施

設
が
あ
り
ま
す
。
平
成
30
年
度
に
は
、

家
庭
や
事
業
所
な
ど
か
ら
出
た
約

１
万
５
０
０
０
㌧
の
ご
み
を
処
理
し

て
い
ま
す
。

ご
み
の
持
ち
込
み
も
可
能

　

大
掃
除
や
引
っ
越
し
時
な
ど
処
分

し
た
い
も
の
が
大
量
に
出
た
時
に

は
、
直
接
、
両
施
設
に
ご
み
を
持
ち

込
む
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

減
量
や
再
利
用
を
心
掛
け
る
こ
と

で
排
出
量
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る

「
ご
み
」。
改
め
て
ご
み
処
理
に
つ
い

て
考
え
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

リサイクルプラザ（不燃ごみ処理施設）
住所　深谷 25-20-1
営業時間　月曜日〜金曜日　9時〜 16時
※本年度の年末年始の休業期間：12月 31日㊋〜 1月 5日㊐

電話　59・9000

※可燃物粗大ごみは切断機を利用する場合、下記料金が別途必要

※税抜表示

クリーンセンター（ごみ焼却施設）
住所　谷田部 63-5
営業時間　月曜日〜金曜日　9時〜 16時
※本年度の年末年始の休業期間：12月 31日㊋〜 1月 5日㊐

電話　53・5550

山・川・里・海の「旬」な恵みを食卓へ！

御食国 若狭おばまの
食材めぐり

区分 料金

家庭系一般廃棄物
（日常生活から出るごみ）

50㌔まで無料

50㌔を超え 10㌔ごとに
40円

事業系一般廃棄物
※事業系はビン類、空き缶類、
　ペットボトル類、発泡スチ
　ロール、蛍光管、乾電池の
　み持ち込み可。事業系発泡
　スチロールは別料金

10㌔まで 80円

10㌔を超え 10㌔ごとに
80円

家具類等 1個　200 円
畳、布団類等 1枚　100 円

スプリングベット 1枚　500 円
事業系蛍光管 1本　100 円

区分 料金

家庭系一般廃棄物
（日常生活から出るごみ）

50㌔まで無料

50㌔を超え 10㌔ごとに
50円

（古紙類については無料）

事業系一般廃棄物

10㌔まで 100 円

10㌔を超え 10㌔ごとに
100 円

※税抜表示

※下記のごみは上記料金に加算

　「谷田部ねぎ」は、およそ 100 年前から、谷田部の水
はけの良い土壌で栽培されている伝統野菜です。
　その特徴は、根元から 12〜 15㌢ほどの白い部分が釣
り針のように曲がった形と、独特の深い甘み、軟らかく
粘りのある食感です。同じ種を別の土地で植えてもこの
味や食感が再現できないことから、谷田部でのみ生産さ
れており、農林水産省が定める地理的表示（GI）保護制
度にも認定されています。
　谷田部ねぎ特有の味や形は、独自の栽培方法によって
生まれます。一般的なネギより多い 2回の植え替えを行
い、2回目の植え替え時に斜めに植え付けることで、土
の中で大きく曲がり、粘りや甘みが増していきます。
　生産農家では、翌年の種まきに向けて種を取るため、
30〜 40本は畑に残し、谷田部ねぎを守り続けています。

谷田部ねぎ第
４
回

　多くの手間と時間をかけて栽培した谷田
部ねぎは、肉厚で甘みがあり、鍋料理やみ
そ汁、すき焼きなど、さまざまな料理で活
躍します。
　100 年にわたって谷田部で守られてきた
伝統野菜をぜひ手に取ってみてください。

【
生
産
者
の
思
い
】

■問い合わせ　農林水産課☎️ 64・6024
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ａｕショップ小浜
☎0800-7002298

■法律や行政・その他の相談

■休館日

市立図書館
１日㊌㊗〜 4 日㊏・7 日㊋・
13 日㊊㊗・14 日㊋・19 日㊐・
21 日㊋・22 日㊌・28 日㊋

温水プール 館内工事のため１月は臨時休館
（再開は３月上旬を予定）

若狭図書学習
センター

１日㊌㊗〜３日㊎㊡・6 日㊊・
14 日㊋・20 日㊊・27 日㊊
※ 23 日㊍は 2F のみ休館

市民サービス
コーナー

１日㊌㊗〜３日㊎㊡・13 日㊊㊗・
19 日㊐

■休日当番医

※★印の当番医の日は、小児患者は、杉田玄白記念公立小浜病院（大
　手町）で小児科医が休日診療を行います

相 談 名 開 催 日 時 間 と こ ろ 問い合わせ

弁護士無料相談※ 7 日㊋ 13 時 30 分〜15 時 働く婦人の家 福井弁護士会☎ 0776・23・5255

法律相談（消費生活トラブル）※ 9 日㊍、23 日㊍ 14 時〜16 時 嶺南消費生活センター 同☎ 52・7830

出張年金相談※ 9 日㊍、23 日㊍ 10 時〜12 時、13 時〜15 時 文化会館４階 敦賀年金事務所☎ 0770・23・9905

高齢者専門相談（法律）※ 16 日㊍ 13 時〜16 時 県社会福祉協議会嶺南支所 同☎ 52・7833

結婚相談 16 日㊍ 9 時 30 分〜11 時 30 分
文化会館４階 子ども未来課☎ 64・6013

結婚相談（本人のみ） 25 日㊏ 13 時 30 分〜15 時 30 分

行政相談 21 日㊋ 13 時 30 分〜14 時 30 分 市役所 1 階  101 会議室 市民協働課☎ 64・6009

赤い羽根相談会（法・税・登記など） 26 日㊐ 13 時〜 16 時 サン・サンホーム小浜 わかさリーガルパートナーズ
☎ 56・5533（平日 9 時〜 17 時）

小浜市小浜広峰 55
☎ (0770)52-0748 ・FAX(0770)52-0853

第２・第４土曜と毎週日曜、祝祭日は
休業しています。
お電話でのご相談も承ります。

㈲杉田石材店

安心と信頼  地元の石屋さん
お墓ディレクター（1級）在籍
（日本石材産業協会登録第12-100024号） 

■子育て情報

催 し と き 内 容 と こ ろ・問 い 合 わ せ

親子運動遊び※
17 日㊎
10 時〜11 時

子どもと一緒に体を動かして遊びます。親
子でのふれあいを楽しみましょう。

子育て支援センター
問同☎ 56・3386

子育て相談会※
22 日㊌
10 時〜11 時

保健師、保育士を交えての保育園、幼稚
園入園前の相談会です。

誕生会※
29 日㊌
10 時〜11 時

今月に誕生日を迎えるお子さんのお祝いを
しましょう。

スクスク元気っ子教室
21 日㊋
受付：10 時〜 10 時 30 分

離乳食の試食や相談、発育・発達、育児
など子育て相談。身体計測も可能です。

健康管理センター
 問同☎ 52・2222

子育てワイワイ広場
27 日㊊
9 時 30 分〜 12 時

未入園児の親子に 2 階和室を開放してい
ます。交流の場としてどうぞ。

母乳育児相談
27 日㊊
10 時〜 11 時 30 分

助産師による母乳育児の相談です。体重・
哺乳量の測定も可能です。

■体や心・生活の相談

相 談 名 と き 内 容 と こ ろ・問い合わせ

精神保健相談※
7日㊋、21 日㊋
9 時 30 分〜11 時 30 分

心の病気や、アルコール問題、認知症
に関する相談に精神科医が応じます。 若狭健康福祉センター

問同☎ 52・1300
エイズ・肝炎相談、検査

6日㊊、20 日㊊
9 時〜10 時 30 分

匿名で、エイズ・肝炎に関する検査や
相談（月〜金）を受けることができます。

こころの相談※
①毎週㊌10時〜16時
②毎週㊎12時〜17時

心の悩みを相談してください。
①市社会福祉協議会問同☎ 56・5802
②つみきハウス問同☎ 53・1190

心配ごと相談
8日㊌
13 時〜16 時

介護など生活での困りごとの相談に
応じます。

市社会福祉協議会
問同☎ 56・5802

人権相談
21日㊋
13 時〜15 時

悩みごと、心配ごとのある人は、気
軽に相談してください。

働く婦人の家
問福井地方法務局小浜支局☎ 52・0238

カフェ・ぽ〜れ
9日㊍
13 時 30 分〜15 時

認知症予防の活動や相談ができます 。
※参加費 100 円

若狭ふれあいセンター
問坂

さかがみ

上和
か ず よ

代さん☎ 090・5686・4147

※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

各 種 相 談・ 休 館 日 な ど
※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

1 日㊌㊗ 中山クリニック（多田） ☎ 56・5588

2 日㊍㊡ ★田中病院（遠敷十丁目） ☎ 56・5353

３日㊎㊡ ★にしお内科クリニック（南川町） ☎ 53・2407

5 日㊐　 ★本馬医院（水取一丁目） ☎ 52・2233

12 日㊐　 いちせクリニック（南川町）☎ 53・2415

13 日㊊㊗ ★小津外科医院（日吉） ☎ 52・0072

19 日㊐　 ★田中整形外科医院（千種一丁目） ☎ 52・6868

26 日㊐　 ★しんたにクリニック（駅前町） ☎ 64・5321

（公社）若狭シルバー人材センター
小浜市遠敷 84-3-4 サン・サンホーム小浜内

☎ (0770)56-5115 ・FAX(0770)56-5088

人のため、まちのために働き隊！
          60歳以上、

元気はつらつマン募集中！

シルバー人材センター
会員募集

福井県シルバー人材センター連合
高齢者活躍人材確保育成事業

市役所 1 階の窓口（市民福祉課、高齢・障がい者元気支援課、子ども未来課、税務課、環境衛生課、
会計課）では、毎週金曜日（祝日・年末年始を除く）の執務時間を 18 時 30 分まで延長しています。
※市民福祉課では、マイナンバーカードに関する手続き・問い合わせについて、月・火・木曜
　日（祝日・年末年始を除く）の窓口を 18 時 30 分まで延長しています。

窓口の延長について

広告
随時募集中
お問い合わせは
市民協働課まで
☎ 64・6009

【訂正とお詫び】12 月号「年末年始の業務ガイド」（12P）内、子育て支援センターの営業日に誤りがありました。
　　　　　　　  正しくは、12 月 27 日㊎が○、１月 5 日㊐が × です。お詫びし訂正します。



写真連載Life
輝く子どもたち

市公式 Facebook
地域の出来事などを
発信しています

口名田小児童が大
だいこくさん

黒山登山口に看板を設置（下中井・12 月 6 日）

●年の瀬が近づく中、P6 に掲載した若狭の
師走の恒例行事「若狭小浜第九演奏会」を取
材▶フルオーケストラによる演奏と合唱団ら
による歌声が響き渡り、取材中とはいえ、ぜ
いたくな時間を過ごせました▶令和元年も残
すところあと数日。年末ムードも高まり、慌
ただしい時期になりましたが、体調管理には
気をつけて元気に新年を迎えましょう（竹）

●元号が令和に変わり、時代の節目を感じた今
年もいよいよ年の瀬▶そんな一年を締めくくる
今月号では「落語」を特集▶紙面にはプロ落語
家の特別インタビューも掲載しています▶平成
19年「ちりとてちん」放映から始まった本市
の落語の盛り上がりは、令和になっても変わら
ず健在▶「笑う門には福来る」。新年がみなさ
んの笑顔あふれる良い年になりますように（池）
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人の動き（12月１日）

【人　口】29,219人  （前月比  -42人）
【世帯数】12,117世帯

【男性】 14,365人
【女性】 14,854人

【転入】47人   【転出】71人
【出生】19人   【死亡】37人
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